
オムロンの知財戦略：ソーシャルニーズを起点

とする「両利きの経営」の実践 
 

エグゼクティブサマリ 
 

本レポートは、オムロン株式会社（以下、オムロン）の知的財産（以下、知財）戦略について、公開情

報を基に網羅的かつ多角的に分析するものです。同社の知財活動は、単なる技術保護の枠を超

え、企業理念と長期ビジョンに深く根差した経営の中核機能として位置づけられています。以下に、

本レポートの主要な分析結果を要約します。 

●​ 長期ビジョンとの完全な連動: オムロンの知財戦略は、2030年を見据えた長期ビジョン「
Shaping the Future 2030」（SF2030）の達成に貢献することを第一の目的として策定されてい
ます⁵, ⁷。カーボンニュートラル、デジタル化社会、健康寿命の延伸といった社会的課題の解決
に向けたイノベーションを知財の側面から強力に推進しています⁵⁰。 

●​ 「両利きの知財活動」の実践: 中核戦略として「独占排他型」と「共有共鳴型」を事業特性に応じ
て最適に組み合わせる「両利きの知財活動」を掲げています⁵, ⁷, ²⁴。「独占排他型」ではコア技
術を特許で固め競争優位を築き、「共有共鳴型」ではパートナーとの連携を通じてエコシステム

を形成し、新たな価値を共創しています。 
●​ 技術・知財本部による一元的な推進体制: 全社の研究開発と知財活動を担う「技術・知財本部」
が戦略の司令塔として機能しています¹⁶。その傘下にある「知的財産センタ」は、事業構想の初
期段階からプロジェクトに参画し、事業戦略と完全に一体化した知財戦略を構築・実行する体

制を確立しています²⁴, ²⁵。 
●​ 自律性と当事者意識を育む組織文化: 知的財産センタのミッションとビジョンは、経営層からの
トップダウンではなく、メンバー自身が主体的に策定したものです⁴, ⁶, ⁹。このボトムアップのアプ
ローチが、高い専門性と当事者意識を持つイノベーション創出集団としての組織文化を醸成し

ていると見られます。 
●​ グローバルで質の高い特許ポートフォリオ: 全世界で約2万9000件以上の特許を保有し、その

73%以上がアクティブな状態にあります³⁵。出願国は日本を基盤としつつ、中国、米国、欧州と
いった戦略的市場に重点配分されており、グローバルな事業展開を知財で下支えしています³⁵
。 

●​ 事業ドメインに応じた戦略の使い分け: インダストリアルオートメーション事業（IAB）では、コア製
品の保護（独占）とデータ活用サービス強化のための提携（共有）を組み合わせ、ヘルスケア事

業（HCB）では、デバイス（モノ）の保護と遠隔医療サービス（コト）創出のためのアライアンスを
両立させ、事業モデル変革を加速させています⁵⁶, ⁵⁸。 

●​ 外部評価による戦略の妥当性: 知財情報会社クラリベイト社から「Top 100 グローバル・イノ
ベーター」に9年連続で選出されており⁶, ⁴⁹、その戦略が量・質・影響力の観点から国際的に高く
評価されていることが客観的に示されています。 

●​ 積極的な権利行使による断固たる姿勢: 知財侵害に対しては断固たる姿勢で臨んでおり、韓国



Autonics社に対する特許権侵害訴訟での勝訴判決（2024年）は⁸⁶、自社のイノベーションの成
果を断固として守るという明確な意思表示と言えます。 

●​ 無形資産全体へのスコープ拡大: 特許だけでなく、技術ノウハウ、データ、人材といった無形資
産全体をマネジメントの対象とし、企業価値向上のためのバリュードライバとして捉えています⁷, 
²⁴。 

●​ 将来を見据えた課題への対応: 生成AIなどの新興技術領域における知財戦略の構築や、パー
トナーシップにおける複雑なIPガバナンスの確立が、今後の持続的成長に向けた重要な課題で
あると認識されています²², ²⁴。 

 

本文 
 

 

背景と基本方針 
 

オムロンの知的財産戦略を理解する上で、その根底に流れる企業理念と長期的な経営ビジョンを把

握することが不可欠です。同社の知財活動は、単なる法的権利の確保や防衛という受動的な機能

に留まらず、企業としての存在意義を具現化し、持続的な成長を駆動するための能動的な経営戦略

そのものとして位置づけられています。その基本方針は、企業理念である「ソーシャルニーズの創

造」を起点とし、長期ビジョン「Shaping the Future 2030」（以下、SF2030）の実現を最終目的とす
る、一貫した価値創造の物語として構築されています。 

オムロンが掲げる知財ポリシーの根幹には、2つの柱が存在します。第一に、質の高い知的財産を
継続的に創造し、それを戦略的に活用することでイノベーションを促進し、社会に新たな価値を提供

し続けることです⁶。これは、社員一人ひとりの創造性を最大限に引き出し、企業として社会の未充足
なニーズ、すなわち「ソーシャルニーズ」を先取りして解決策を提示するという、同社の基本的な事業

姿勢を反映しています。第二に、第三者の知的財産権を尊重し、権利侵害に関する事業リスクを最

小化することです⁶。これにより、社員が安心して事業活動に集中できる環境を確保し、企業として安
定した事業運営を実現することを目指しています。この2つの柱は、攻め（価値創造）と守り（リスク管
理）の両面から知財を捉える、バランスの取れた思想を示しています。 

この基本思想を具体的な戦略へと昇華させているのが、SF2030との強固な連携です。SF2030で
は、オムロンが未来に向けて取り組むべき3つの社会的課題として「カーボンニュートラルの実現」
「デジタル化社会の実現」「健康寿命の延伸」が特定されています⁵⁰。同社の知財戦略は、このビジョ
ンからバックキャストする形で策定されており、これら3つの領域におけるイノベーション創出を直接
的に支援する役割を担っています⁵, ⁷。つまり、どのような技術を開発し、どのような事業を創出し、そ
れらをいかにして知財で保護・活用していくかという問いが、常にSF2030という羅針盤に照らして検
討される構造になっています。 



この戦略を実行するための中核的なフレームワークが、「両利きの知財活動」です⁵, ⁷, ²⁴。これは、近
年の経営学で注目される「両利きの経営」（既存事業の深化と新規事業の探索を同時に追求する経

営）を知財戦略に応用したものであり、オムロンの知財戦略の最大の特徴と言えます。具体的には、

「独占排他型」と「共有共鳴型」という2つのアプローチを、事業の特性や価値創造のシナリオに応じ
て最適なバランスで組み合わせることを指します⁵。 

「独占排他型」は、伝統的な知財戦略であり、自社のコア技術や製品に関する特許権を強固に取得・

行使することで、競合他社の参入障壁を築き、市場での優位性を確保するアプローチです⁷。これに
より、研究開発投資の回収と、事業の収益基盤の安定化を図ります。一方、「共有共鳴型」（または

「シェアリング＆インクルージョン型」）は、より現代的なオープンイノベーションの思想を反映したアプ

ローチです⁷, ²⁴。自社の知財を独占するのではなく、パートナー企業と連携し、必要な知財を相互に
活用することで、単独では成し得ない新たな価値を共に創出し、市場全体の成長を促進することを

目指します。 

この「両利き」のアプローチは、技術や市場がますます複雑化・高度化する現代において、極めて実

践的な戦略であると評価できます。全ての技術を自社単独で開発することが困難である一方、競争

力の源泉となるコア技術は依然として強固に保護する必要があります。どちらか一方に偏るのでは

なく、事業ごとに「何を閉じて（Close）、何を開くか（Open）」を戦略的に判断する能力こそが、現代の
企業に求められる知財マネジメントの核心です。オムロンがこの「両利き」を明確に戦略の柱として言

語化し、全社的に推進している点は、同社の知財戦略の成熟度の高さを示唆しています。 

さらに、これらの知財活動は、ROIC（投下資本利益率）経営のフレームワークにも組み込まれていま
す²。知財や無形資産への投資は単なるコストではなく、将来の成長に向けた重要な「投資」として捉
えられています。その有効活用を通じて将来のROICを向上させることが期待されており、知財活動
が財務的な企業価値向上に直結するものであるという明確な意識が経営層で共有されていることが

窺えます。このように、オムロンの知財戦略の基本方針は、企業理念を根源とし、長期ビジョンを道

標としながら、「両利きの知財活動」という具体的な方法論を通じて、財務的価値と社会的価値の両

方を創造することを目指す、統合的かつ先進的な体系を成しているのです。 
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全体像と組織体制 
 

オムロンの先進的な知財戦略を支えているのは、その理念や方針だけでなく、戦略を確実に実行へ

と移すための精緻に設計された組織体制と、それを担う人材を育成する文化です。同社の知財機能

は、単なる管理部門ではなく、事業と技術開発の最前線に位置するプロアクティブな戦略推進組織と

して構築されています。その全体像は、全社の技術経営を司る「技術・知財本部」を頂点に、実働部

隊である「知的財産センタ」が中核を担い、全社的な人材育成プログラムがそれを下支えするとい

う、重層的かつ有機的な構造をしています。 

戦略の司令塔となるのが、執行役員が本部長を務める「技術・知財本部」です¹⁶。この組織の最大の
特徴は、「技術（R&D）」と「知財」を一つの本部に統合している点にあります。これにより、研究開発
の初期段階から事業化、そして市場展開に至るまで、技術戦略と知財戦略が常に一体として立案・

実行される体制が担保されています。技術・知財本部は、オムロンの技術経営を担う「両輪」であると

明言されており¹⁶、知財が技術開発の後工程ではなく、未来をデザインする上での先行指標として活
用されていることを示しています。この統合された体制は、事業戦略、技術戦略、知財戦略の三位一

体を組織論的に実現するための、極めて合理的な設計と言えるでしょう。 

この本部組織の下で、知財戦略の具体的な実行を担うのが「知的財産センタ」です⁶, ²⁵。知的財産セ
ンタは、単に特許出願や権利管理といった定型業務を行うだけでなく、事業構想のまさに初期段階

からプロジェクトに深く関与します²⁴。これにより、事業の提供価値やビジネスモデルを深く理解した
上で、最適な知財ポートフォリオを構築することが可能となります。同センタの組織構成は、「技術推

進課」「品質・渉外課」「業務・教育課」「事業支援課」の4課体制となっており²⁵、その機能が多岐にわ
たることを示唆しています。特許創出の推進から、権利活用の支援、模倣品対策や渉外活動、さら

には社内教育まで、知財のライフサイクル全般をカバーする専門機能が集約されているのです。 

知的財産センタを特徴づけるもう一つの重要な要素は、そのミッションとビジョンがメンバー自身の議

論によって、ボトムアップで策定されたという事実です⁴, ⁶, ⁹。通常、企業理念や部門方針はトップダウ
ンで与えられることが多い中、このアプローチは異例です。そのミッションは「私たちは、知的財産を

コアとして世界中の人々にオムロンユニークな価値を届けます」⁴, ²⁴、ビジョンは「私たちは、多様な
知財専門能力を集結させ、イノベーションを巻き起こす集団であり続けます」⁴, ²⁴と定められていま
す。このプロセスは、メンバー一人ひとりの当事者意識とプロフェッショナルとしての誇りを醸成する

上で、極めて大きな効果を発揮していると推察されます。自らが定めた使命を追求するという内発的

な動機付けは、複雑で判断力が求められる「両利きの知財活動」を実践する上で不可欠な組織文化

の土台となっているのです。競合他社が組織図や戦略文書を模倣することはできても、このような自

律的で強力な文化を再現することは容易ではなく、オムロンの知財活動における本質的な競争優位

の源泉の一つと考えられます。 

このような強力な専門組織の活動を全社的なイノベーションへと繋げるため、オムロンは人材育成に

も多大な投資を行っています。特に、技術者に対する知財教育は重要な柱です。全技術者を対象と

した特許関連の社内研修が継続的に実施されているほか、「発明褒賞制度」や「知財表彰制度」と



いったインセンティブ制度を通じて、技術者の知財創出に対するモチベーション向上を図っています⁶
。これにより、知財活動が専門家だけのものではなく、全社的な文化として根付くことを目指していま

す。 

さらに、知財専門人材に対しては、明確なキャリアパスが用意されています。同社の専門職制度で

は、「スタッフ（知財、法務など）」が認定領域の一つとして明確に位置づけられており、高度な専門性

を発揮する人材が管理職と同等の処遇とキャリア機会を得られる仕組みが構築されています¹⁸。こ
れは、トップレベルの知財専門家を社内に惹きつけ、リテンションするための強力な制度的基盤で

す。加えて、社内公募制度も活発であり、意欲ある社員が自らの意思でイノベーション創出部門へ異

動する道も開かれています²⁰。 

結論として、オムロンの知財戦略を支える組織体制は、技術と知財を統合した強力な本部組織、ボト

ムアップの文化を持つ専門家集団、そして全社的な人材育成システムという3つの要素が緊密に連
携することで成り立っています。この体制こそが、理念を戦略へ、戦略を実行へと落とし込み、持続

的な価値創造を可能にする原動力となっているのです。 
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詳細分析（技術領域とポートフォリオ） 
 

オムロンの知財戦略が具体的にどのような形で結実しているかを示すのが、同社が構築してきた特

許ポートフォリオです。その規模、地理的分布、技術的集中領域を分析することで、戦略の実行状況

と重点領域が浮き彫りになります。データに基づけば、オムロンのポートフォリオは、量的な厚みと質

的な鋭さを兼ね備え、グローバルな事業展開を支える強固な無形資産として機能していることが明ら

かです。 

まず、ポートフォリオの全体像を見ると、その規模の大きさが際立ちます。2022年時点のデータによ
ると、オムロンは全世界で合計29,344件の特許を保有しており、そのうち16,612件が登録済みとなっ
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ています³⁵。特筆すべきは、全特許のうち73%以上にあたる約21,553件が「アクティブ（有効）」な状態
であることです³⁵。これは、単に出願数を積み上げるだけでなく、維持・管理コストをかけてでも権利を
維持すべき価値ある特許を厳選し、ポートフォリオを常に最新の状態に保っていることを示唆してい

ます。 

出願件数の推移を見ると、2017年から2019年にかけては年間3,300件を超える高い水準で出願活
動が行われ、その後2020年から2021年にかけてはやや落ち着きを見せています³⁵。この変化は、
単なる活動の縮小ではなく、量から質への転換、あるいは特許以外の保護手段（例えば、ノウハウ

の秘匿化）とのバランスを最適化する戦略的な調整の結果である可能性が考えられます。日本国内

の出願動向に絞ると、2021年の671件をピークに2023年には440件へと減少していますが、2024年
初頭には前年同期比で大幅な増加に転じており、市場環境や技術動向に応じて出願戦略をダイナ

ミックに変動させている様子が窺えます²⁶。 

ポートフォリオの地理的分布は、オムロンのグローバル戦略を明確に反映しています。出願国別の

内訳では、本拠地である日本が9,177件と最大ですが、それに次ぐのが中国（4,505件）、米国（3,962
件）、欧州（2,663件）となっており、これら主要市場での権利確保に重点的にリソースを投下している
ことがわかります³⁵。特に、世界最大かつ最も競争の激しい市場である中国と米国への重点的な出
願は、単に製品販売を保護する目的を超えた、より高度な戦略的意図の表れと解釈できます。これ

らの地域で強固な特許網を構築することは、現地競合他社に対する牽制、自社の事業展開におけ

る「事業の自由度」の確保、さらにはクロスライセンス交渉や訴訟リスクへの備えといった、地政学的

な側面をも含んだ事業ツールとして機能しているのです。これほど大規模なグローバルポートフォリ

オを維持するには多大なコストを要しますが、これはオムロン経営陣が知財をグローバルでの持続

的成長に不可欠な経営投資と位置づけていることの証左と言えるでしょう。 

技術領域に目を向けると、ポートフォリオはオムロンのコア技術である「センシング＆コントロール＋

Think」に強く集約されています¹⁵, ⁵²。このコア技術は、工場の自動化（FA）、高度なセンシング技術、
ロボティクス、パワーエレクトロニクス、そしてAI・データ分析といった、同社の主要事業を横断する基
盤技術です²。近年の採用情報や研究開発の動向からは、特に次世代パワー半導体（SiC, GaN）、
自律走行ロボットや協働ロボット、そしてセンシングと制御のためのAIアルゴリズムといった領域への
注力が鮮明になっています¹³。これらの未来の成長エンジンとなる領域で、先行して知財の牙城を築
こうとする戦略的な意図が見て取れます。 

ポートフォリオの質と影響力は、外部からの評価によっても裏付けられています。オムロンは、クラリ

ベイト社が選出する「Top 100 グローバル・イノベーター」の常連であり、2024年には9年連続での受
賞を果たしました⁶, ⁴⁹。この賞は、特許の量だけでなく、成功率、グローバル性、他社特許への引用
（影響力）、技術的な独自性といった複数の質的指標に基づいて選定されるため、同社の発明の質

が世界トップレベルであることが客観的に証明されています。実際に、オムロンの特許ポートフォリオ

の中で最も被引用数が多い特許の一つである米国特許US8031180B2（タッチセンサーおよび表示
装置関連）は、アップル、キヤノン、サムスンといった世界的なテクノロジー企業から引用されており⁶⁸
、同社の発明が業界の技術発展において基礎的な役割を果たしていることを示しています³⁵。 

このように、オムロンの特許ポートフォリオは、量的な基盤の上に、戦略的な地理的配置と技術的集

中、そして世界的に認められた質を兼ね備えています。それは単なる権利の束ではなく、同社の過

去のイノベーションの記録であり、現在の競争優位の源泉であり、そして未来の成長を約束する戦



略的資産なのです。 
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詳細分析（事業ドメインとエコシステム） 
 

オムロンの知財戦略の真価は、その中核コンセプトである「両利きの知財活動」が、具体的な事業ド

メインにおいていかに巧みに実践されているかを分析することで明らかになります。同社の2大事業
であるインダストリアルオートメーション事業（IAB）とヘルスケア事業（HCB）では、それぞれ異なる市
場環境と事業モデルの要請に応じ、「独占排他型」と「共有共鳴型」の戦略が絶妙なバランスで適用

されています。この事業ドメインごとの戦略の最適化こそが、オムロンの知財マネジメントの成熟度を

物語っています。 

インダストリアルオートメーション事業（IAB）は、製造業の生産性向上や自動化といった根源的な課
題解決を担う、オムロンの基幹事業です。この領域における知財戦略は、競争の源泉であるコアコ

ンポーネントの技術的優位性を「独占排他型」で強固に保護しつつ、顧客への提供価値を最大化す

るためのソリューションを「共有共鳴型」で拡充するという、二段構えの構造をしています。 

「独占排他型」戦略の典型例は、高速・高精度な制御を可能にするコントローラーやセンサー、ロボッ

トといった基幹商品の開発と保護に見られます⁵⁶。特に、半導体パッケージ内部の微細なはんだを3
次元で可視化・検査する「CT型X線自動検査装置 VT-X950」は、オムロン独自の制御技術と画像処
理技術の結晶であり、強力な特許網によってその競争優位性が守られています⁵⁶。こうしたコア技術
の独占は、製品の差別化と高い収益性を確保するための生命線です。 
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一方で、現代の製造現場が求めるのは、個々の優れた機器だけでなく、それらを連携させて工場全

体のデータを活用するソリューションです。このニーズに応えるため、オムロンは「共有共鳴型」戦略

を積極的に展開しています。その象徴的な事例が、2023年に行われた株式会社ソルティスターへの
出資です⁵⁶, ⁷¹, ⁷²。ソルティスターが持つ、製造現場のあらゆるデータを圧倒的な速度で統合する技
術を、オムロンの現場データ活用サービス「i-BELT」に組み込むことで、予知保全や省エネ生産と
いった高度なソリューションの提供を加速させています。これは、全ての技術を自前で開発するので

はなく、優れた外部技術を戦略的に取り込むことで、市場投入までの時間を短縮し、より付加価値の

高いエコシステムを構築する「共有共鳴型」の好例です。同様に、多様化するロボットへのニーズに

対応するためのローパッド社やニューラ・ロボティクス社との戦略的提携も⁵⁶、自社の強みを核としな
がら、パートナーシップを通じて提供価値の幅を広げる知財戦略の実践と言えます。 

他方、ヘルスケア事業（HCB）では、「Going for ZERO」（脳・心血管疾患イベントゼロ、呼吸器疾患増
悪ゼロ、慢性痛による日常の活動制限ゼロ）という壮大なビジョンを掲げ、事業モデルそのものをデ

バイス販売（モノ売り）から健康ソリューションサービス（コト売り）へと転換させようとしています⁵⁸, ⁵⁹, 
⁶⁰。この事業モデル変革を牽引しているのが、デバイスとサービスを繋ぐエコシステム構築を目的とし
た、より深いレベルでの「共有共鳴型」戦略です。 

もちろん、HCBにおいても、世界トップシェアを誇る血圧計やネブライザといったデバイスのコア技術
は、「独占排他型」戦略によって厳格に保護されています⁵⁸。これらの高精度なデバイスこそが、信頼
性の高いバイタルデータを生み出す源泉であり、全てのサービスの基盤となるからです。 

しかし、HCBの知財戦略の真骨頂は、この強固な「モノ」の基盤の上に、パートナーシップを通じてい
かにして革新的な「コト」を構築するかにあります。その代表例が、米国のAliveCor社との資本・業務
提携です⁵⁸, ⁷³, ⁷⁴。AliveCor社は、AIを活用した心電図解析技術において世界をリードする企業です。
オムロンは、自社の血圧測定技術とグローバルな販売網に、AliveCor社の先進的な心電図解析ア
ルゴリズムを組み合わせることで、「心電計付き血圧計」のような革新的なデバイスを共同開発し、

家庭での心房細動の早期発見という新たな文化を創造しようとしています。この提携は、単なる技術

導入に留まらず、両社のノウハウを持ち寄って新たな心疾患予防アルゴリズムや遠隔診療サービス

を共同で開発することまでを含んでおり⁷⁴、まさに知財を相互に活用して新たな市場を共創する「共
有共鳴型」戦略の理想形です。 

このように、オムロンは事業ドメインの特性を深く理解し、知財戦略を柔軟に使い分けています。IAB
では、優れた「部品」を保護しつつ、それを活かす「仕組み」をパートナーと構築する。HCBでは、優れ
た「入口（デバイス）」を保護しつつ、その先の「体験（サービス）」をパートナーと共創する。この価値

連鎖におけるポジショニングに応じた知財戦略の最適化は、同社のIPマネジメントが極めて高度な
戦略的思考に基づいていることを示しています。この柔軟性こそが、変化の激しい市場環境におい

て、オムロンが持続的な競争優位を維持し続けることを可能にしているのです。 
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競合比較 
 

オムロンの知財戦略の独自性と有効性を評価するためには、同業他社やグローバルな先進企業の

戦略との比較が不可欠です。競合との比較分析を通じて、オムロンが採用する「両利きの知財活動」

が、業界内でどのような戦略的ポジショニングを形成しているのかが明らかになります。分析の結

果、オムロンの戦略は、特定のアプローチに特化する競合とは一線を画し、事業の多角性と将来の

不確実性に対応するための、意図的な「戦略的柔軟性」を確保するものであることが示唆されます。 

国内のFA（ファクトリーオートメーション）および電機業界における主要な競合として、三菱電機と
キーエンスが挙げられます。まず、三菱電機もオムロンと同様に、知的財産を重要な経営資源と位

置づけ、事業戦略との連携を重視しています⁷⁶, ⁷⁷。特に、2021年度から開始した「Open Technology 
Bank」活動は⁷⁹, ⁸⁰、自社の保有技術を知財を起点として社外パートナーにライセンス提供し、新たな
事業機会を創出する「共有共鳴型」のアプローチであり、注目に値します。しかし、その主眼は、既存

技術の新たな用途探索やライセンス収入の獲得にある側面が強く⁸¹、オムロンがAliveCor社やソル
ティスター社と行うような、特定の事業ビジョン達成のために不足する技術やサービスを補完し、エコ

システムを共創するタイプのパートナーシップとは、その戦略的意図においてニュアンスが異なると

考えられます。 

一方、FA業界で圧倒的な収益性を誇るキーエンスは、その事業モデルから推察するに、極めて強力
な「独占排他型」の知財戦略を採っていると見られます⁸³。同社の強みは、顧客の課題を深く理解し、
他社にはないユニークで付加価値の高い製品を開発・直販する能力にあります。このビジネスモデ

ルを支えるためには、製品のコアとなる技術やアイデアを特許で徹底的に保護し、他社の模倣を許

さない強固な参入障壁を築くことが最優先されるはずです。広範なエコシステムを構築するよりも、

自社の技術的優位性を守り抜くことに特化した、いわば「要塞型」の知財戦略であり、オムロンのバ

ランスの取れた「両利き」アプローチとは対照的です。 
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グローバルな視点で見ると、ドイツのシーメンス（Siemens）は、オムロンの知財戦略を評価する上で
重要な比較対象となります。シーメンスは「Value Driven IP Strategy（価値駆動型知財戦略）」を掲げ
ています⁸²。これは、単に技術を保護するのではなく、「顧客が感じる価値」そのものを保護の対象と
する、非常にビジネス志向の強い考え方です。特に、医療分野において、同社はAIによる医療画像
診断サービスへの注力を強めており、機器の売り切りモデルから「As a Service」モデルへの事業転
換を知財戦略で後押ししています⁸²。この点は、オムロンのヘルスケア事業が「モノ」から「コト」への
転換を目指している方向性と軌を一にしており、両社が知財を事業モデル変革の実現手段として捉

えている点で共通しています。ただし、オムロンが「両利き」というバランスを前面に押し出しているの

に対し、シーメンスはよりサービス化・プラットフォーム化へのシフトを鮮明に打ち出しており、戦略の

力点に違いが見られます。 

これらの競合との比較から、オムロンの戦略的ポジショニングが浮かび上がります。それは、キーエ

ンスのような「独占特化型」でもなく、シーメンスのように「サービス・プラットフォーム型」へ完全に舵

を切るのでもなく、その中間に位置する「バランス・柔軟型」とでも言うべきものです。この戦略的立ち

位置は、オムロンがFAという強力な「モノづくり」事業と、ヘルスケアという未来の「コトづくり」事業を
両輪で展開していることの必然的な帰結かもしれません。FA市場ではキーエンスと製品性能で競い
合うために強固な「独占」が必要であり、ヘルスケア市場ではシーメンスや新興デジタルヘルス企業

とサービスで競うためにオープンな「共有」が不可欠です。 

この戦略的柔軟性を担保する上で、オムロンが示す「断固たる権利行使」の姿勢は重要な意味を持

ちます。2022年に韓国のAutonics社を特許権侵害で提訴し、2024年に一部勝訴判決を得たことは
⁸⁶、自社の「独占」領域を侵す者には容赦しないという強いメッセージを市場に送りました。過去のタ
ニタとの意匠権侵害訴訟でも同様の姿勢が見られ²、⁸⁷、⁸⁸、この厳格な権利行使が、「共有」戦略を
進める上での交渉力を裏付けているとも考えられます。 

結論として、オムロンの知財戦略は、特定のイデオロギーに固執するのではなく、事業環境に応じて

最適な打ち手を選択するプラグマティズム（実用主義）に貫かれています。この「両利き」という中間

的なポジショニングは、一見すると焦点が定まっていないように見えるかもしれませんが、むしろ多様

な事業ポートフォリオを持つオムロンにとって、変化の激しい時代を乗り切るための最も合理的で強

靭な戦略的選択であると評価できるでしょう。 
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リスク・課題 
 

オムロンが展開する先進的かつ複合的な知財戦略は、多くの強みを持つ一方で、その高度さゆえに

内在するリスクや課題も抱えています。これらのリスクと課題を短期・中期・長期の時間軸で整理し、

客観的に評価することは、同社の持続的な成長可能性を測る上で不可欠です。戦略の実行、維持、

そして進化の各段階において、オムロンは様々な挑戦に直面していると考えられます。 

短期的なリスクとして最も顕在化しやすいのは、戦略実行に伴うオペレーショナルな負担とコストで

す。第一に、積極的な権利行使には、多大な経営資源が必要となります。韓国Autonics社との特許
訴訟は、一部勝訴という成果を上げたものの⁸⁶、係争中の案件も残っており、訴訟の長期化は弁護
士費用や社内担当者の工数といった直接的なコストに加え、経営陣の注意を削ぐという間接的なコ

ストも発生させます。権利行使は戦略上不可欠ですが、その費用対効果を常に厳しく評価し続ける

必要があります。第二に、ブランド保護、特に模倣品対策は、終わりなき戦いです。インターネットやE
コマースの普及により、模倣品の流通はますます巧妙化・広範化しており、ECサイトや各国の税関と
の連携を強化し、継続的に監視と対策を講じなければならず⁵、これもまた恒常的なコスト要因となり
ます。 

中期的な視点では、戦略の根幹である「両利きの知財活動」のマネジメントそのものに内在する課題

が浮上します。「共有共鳴型」戦略の推進力となるパートナーシップやM&Aは、知財管理の複雑性を
飛躍的に増大させます。例えば、AliveCor社との共同開発⁷⁴やソルティスター社への出資⁷¹におい
て、共同で創出された技術やデータの所有権、利用権、将来の改良に関する権利などをどのように

規定し、管理していくかは、極めて高度な交渉力と契約実務能力を要求します。パートナーシップが

深化するほど、知財ガバナンスの設計は複雑になり、将来的な紛争の火種や、意図せざる技術・価

値の流出リスクを孕むことになります。 

この戦略的課題と表裏一体なのが、組織文化の維持・発展という課題です。オムロンの強みの一つ

は、知的財産センタが持つプロアクティブでビジネス志向の強い文化ですが、企業のグローバルな

拡大や人員の入れ替わりの中で、この独自の文化を維持し、全社に浸透させ続けることは容易では

ありません。継続的な研修やインセンティブ制度の運用はもちろんのこと¹⁸, ²³、知財部門の役割と価
値を経営層が常に明確に発信し続けるリーダーシップが不可欠となります。文化の希薄化は、知財

戦略が形骸化し、再び単なる管理機能へと後退してしまうリスクに繋がりかねません。 

長期的な視点では、外部環境の急激な変化に対応し、知財戦略を進化させ続けることができるかが

最大の課題となります。最も大きな変化の波は、生成AIに代表される破壊的な技術革新です。オム
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ロン自身も、特許庁のデータを活用した「知財AIエージェント」の開発を進めるなど²²、AIを知財業務
に活用しようとしていますが、同時に、AIによって生み出された発明の保護や、アルゴリズムの最適
な保護方法（特許か、ノウハウとしての秘匿化か）といった、これまでにない知財の論点に直面して

います。法制度や審査基準が定まらない中で、いかにしてAI関連のイノベーションを知財で守り、競
争優位に繋げるかは、極めて難易度の高い課題です。 

さらに、事業モデルのサービス化（コト売りへのシフト）も、知財ポートフォリオのあり方に変革を迫り

ます。ヘルスケア事業のようにサービスが収益の柱となる場合、価値の源泉はハードウェアの特許

だけでなく、収集されたデータ、それを解析するアルゴリズム（多くは営業秘密として管理）、そしてブ

ランドへと移行していきます。これは、従来の特許中心のポートフォリオ管理から、特許、営業秘密、

著作権、商標、データ所有権などを統合的に管理する、より広範な「無形資産マネジメント」への進化

を要求します。知財部門には、これまで以上に多様な専門性が求められることになるでしょう。 

これらのリスクや課題を俯瞰すると、オムロンの知財戦略が直面する最大の本質的課題は、「独占」

と「共有」という2つの異なるマインドセットを、組織内でいかにして矛盾なく共存させ、相乗効果を生
み出していくかという点にあると推察されます。ある事業ではパートナーとのオープンな協業を推進

し、別の事業では競合に対して断固たる権利行使を行う。この戦略的な使い分けは、強力なガバナ

ンスと、全社にわたる深い戦略理解がなければ、組織内に混乱やコンフリクトを生じさせる可能性が

あります。この高度な舵取りを継続できるかどうかが、オムロンの知財戦略の将来を左右する鍵とな

るでしょう。 
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今後の展望 
 

オムロンの知財戦略の将来を展望するにあたり、同社を取り巻くマクロな事業環境の変化と、社内で

の戦略進化の方向性を接続して考察することが重要です。デジタルトランスフォーメーション（DX）、
グリーントランスフォーメーション（GX）、そしてデジタルヘルスケアといったメガトレンドは、オムロン
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にとって大きな事業機会であると同時に、知財戦略のさらなる高度化を求める挑戦でもあります。同

社がこれまで培ってきた「ソーシャルニーズ起点」の思想と「両利きの知財活動」は、これらの未来の

潮流を捉え、持続的な成長を達成するための強固な基盤となると考えられます。 

製造業におけるDXとGXの加速は、オムロンのインダストリアルオートメーション事業（IAB）にとって
追い風です⁹⁰, ⁹¹。生産性向上と人手不足解消を目的としたスマートファクトリー化の流れは、同社の
高度なセンサーやコントローラー、ロボットへの需要を喚起します。さらに、カーボンニュートラル達成

に向けた企業の取り組みは、エネルギー効率を最適化する制御技術やソリューションの価値を高め

ます。今後の知財戦略においては、これらのDX/GXを実現する基幹技術、例えば予知保全のための
AIアルゴリズムや、エネルギーマネジメントシステムに関する特許ポートフォリオを強化することが不
可欠となるでしょう。同時に、様々な機器やシステムが接続されるスマートファクトリー環境では、特

定企業による技術の独占は現実的ではありません。したがって、自社のコア技術を保護する「独占

排他型」戦略と並行して、業界標準への関与や、異なるプラットフォームとの相互接続性を確保する

ための「共有共鳴型」戦略の重要性が一層増していくと予測されます。 

ヘルスケア分野においても、未来の潮流はオムロンの戦略と完全に合致しています。COVID-19パン
デミックを経て、世界の医療は治療中心から予防・個別化・在宅化へと大きくシフトしました⁹⁴, ⁹⁵, ⁹⁷。
これは、オムロンのヘルスケア事業（HCB）が掲げる「Going for ZERO」という予防医療のビジョンそ
のものです⁵⁸。ウェアラブルデバイスや家庭用医療機器から得られるバイタルデータをAIが解析し、
個々人に最適化された健康管理ソリューションを提供するデジタルヘルスケア市場は、今後爆発的

な成長が見込まれます。この領域における競争の核は、もはやデバイスの性能だけでなく、データを

解析するアルゴリズム、サービスの有効性、そしてユーザー体験となります。今後のHCBの知財戦
略は、これらのソフトウェアやビジネスモデルに関連する特許⁹³、アルゴリズムのノウハウ秘匿化、そ
して信頼を醸成するブランド戦略を組み合わせた、複合的な無形資産ポートフォリオの構築が中心と

なるでしょう。スタートアップ企業も含めた異業種からの参入が相次ぐこの分野では⁹³、アライアンス
を通じたエコシステム構築が成功の鍵を握るため、「共有共鳴型」の知財活動がさらに加速するもの

と見られます。 

このような外部環境の変化に対応するため、オムロン社内でも知財戦略の進化に向けた動きが見ら

れます。2024年度からは、事業戦略と技術戦略をより強固に連結させ、全社視点で開発テーマの優
先順位付けを行う「テクノロジーガバナンスの強化」に着手しています¹¹。これは、限られた経営資源
を最も価値あるイノベーションに集中投下するための仕組みであり、知財戦略もこのガバナンスと一

体で運用されることになります。具体的には、事業の意思決定プロセスの上流、すなわちマーケティ

ングや事業構想の段階から知財情報を活用する「IPランドスケープ」の取り組みを強化し²⁴、市場
ニーズや競合の動向を先読みした戦略的な出願を可能にします。さらに、社内に散在する技術やノ

ウハウ、人材といった無形資産を体系的に可視化し、全社で共有・活用できる仕組みを構築すること

も計画されており²⁴、組織全体のイノベーション創出能力の向上を目指しています。 

特筆すべきは、オムロンが単に外部環境や政策の変化に対応するだけでなく、そのルール形成に積

極的に関与している点です。同社の知的財産センタ長は、内閣府の「知財のビジネス価値評価検討

タスクフォース」や「知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに関するガイドライン」

の策定に中心的な役割で参画してきました¹⁴。これは、日本全体の知財政策の方向性に影響を与え
る立場にあることを意味します。このような活動を通じて、自社が実践してきた先進的な知財マネジメ

ントの考え方を、社会全体のスタンダードへと昇華させようとしていると見ることができます。これは、



自社の戦略的正当性を高めると同時に、今後の政策動向をいち早く察知し、自社の戦略にフィード

バックすることを可能にする、極めて高度な戦略的活動です。 

総じて、オムロンの知財戦略は、未来の事業機会を的確に捉え、それに対応するための社内体制の

進化と、さらには外部のルール形成への関与という、多層的なアプローチによって、将来の持続的成

長に向けた布石を打っています。同社の知財活動は、これからも事業環境の変化に柔軟に対応しな

がら、ソーシャルニーズの創造という企業理念を追求し続けるための、強力な羅針盤であり続けるで

しょう。 
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戦略的示唆 
 

本レポートで詳述してきたオムロンの知財戦略分析は、同社が直面する機会と課題を浮き彫りにし

ました。これらの分析結果を基に、経営、研究開発、そして事業化の各観点から、同社が今後取り組

むべき戦略的なアクションについて具体的な示唆を提示します。これらの提言は、オムロンがその先

進的な知財戦略をさらに進化させ、持続的な企業価値向上を実現するための一助となることを目的

とします。 

経営（Management）への示唆 

経営層に求められる最も重要な役割は、知財をコストセンターや管理部門としてではなく、事業価値

を創造する戦略的パートナーとして明確に位置づけ、そのための経営資源を継続的に投下し続ける
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ことです。特に、「共有共鳴型」戦略の要となるM&Aやアライアンスにおいて、知財のデューデリジェ
ンスを単なるリスク評価に留めず、統合後のシナジーを最大化するための「価値評価」として捉え直

す必要があります。買収対象の特許ポートフォリオだけでなく、技術ノウハウ、人材、データといった

無形資産全体を評価し、それらをいかに自社のエコシステムに組み込むかというPMI（Post Merger 
Integration）の初期段階から、知的財産センタを深く関与させることが不可欠です。 

また、強化されつつある「テクノロジーガバナンス」の枠組みを活用し、知財活動の成果をROICや事
業貢献度といった経営指標と明確に結びつけ、取締役会や投資家に対してその価値を積極的に説

明していく責務があります。例えば、「Top 100 グローバル・イノベーター」への選出⁶, ⁴⁹といった外部
評価を、単なる栄誉としてではなく、同社のイノベーション創出力と将来の成長可能性を示す客観的

な証拠として、統合報告書やIR活動で戦略的に活用することが考えられます。これにより、知財・無
形資産への投資が企業価値に繋がるというストーリーの説得力を高めることができるでしょう。 

研究開発（技術・知財本部）への示唆 

技術・知財本部には、知財戦略の実行部隊として、その活動をさらに高度化・効率化する役割が期

待されます。第一に、IPランドスケープ分析を、研究開発テーマの探索や企画といった、より上流の
プロセス（フロントローディング）に本格的に組み込むべきです⁷。これにより、技術的な「空白地帯（ホ
ワイトスペース）」や、競合が注力する領域を早期に特定し、研究開発リソースの配分を最適化する

ことが可能になります。 

第二に、生成AIなどの急進的な技術分野における情報収集と分析の効率化は喫緊の課題です。自
社で開発を進める「知財AIエージェント」²²の実用化を加速させ、膨大な特許・技術文献の中から重要
な示唆を抽出する能力を高めることが、競争優位を維持する上で決定的に重要となります。 

第三に、「独占排他型」戦略の精度を高めるため、発明の性質に応じた最適な保護手法を選択する

プロセスを体系化することが求められます。例えば、ハードウェアに関する改良は特許で強固に保護

する一方、ソフトウェアのコアアルゴリズムや製造ノウハウは、あえて公開を伴う特許化を避け、営業

秘密として厳格に管理するといった判断基準を明確化し、全社で共有することが重要です。これによ

り、ポートフォリオ全体の価値を最大化し、維持コストを最適化することができます。 

事業化（事業部門）への示唆 

各事業部門は、知財を受動的に「利用する」立場から、能動的に「活用する」ビジネスパートナーへと

意識を変革する必要があります。全てのパートナーシップやアライアンス交渉の初期段階から、知的

財産センタの「事業支援課」²⁵のメンバーをチームに加え、事業モデルと知財戦略を一体で設計する
ことが不可欠です。共同開発、技術ライセンス、データ共有など、連携の形態に応じた柔軟かつ戦略

的な知財契約のひな形を整備し、交渉のスピードと質を高めることが「共有共鳴型」戦略の成功確度

を向上させます。 

また、事業部門は、自社の特許ポートフォリオを、単に競合からの攻撃を防ぐ「盾」としてだけでなく、

新たなビジネスチャンスを切り拓く「矛」として活用する視点を持つべきです。潜在的なパートナー企

業に対して、自社が保有するユニークな特許技術を提示することは、技術的な信頼性を示し、協業

の議論を始めるための強力なきっかけとなり得ます。知的財産センタと連携し、事業領域ごとに関連



する重要特許群を「技術パッケージ」として整理し、事業開発のツールとして戦略的に活用していくこ

とが期待されます。 

これらの示唆は、オムロンが既に高いレベルで実践している知財戦略を、次の次元へと引き上げる

ためのものです。経営、研究開発、事業化の三者が、知財という共通言語を用いてこれまで以上に

緊密に連携することで、同社の「両利きの経営」はさらに加速し、ソーシャルニーズの創造を通じた持

続的な成長が実現されるものと確信します。 
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総括 
 

オムロンの知的財産戦略は、単なる法務・技術管理の枠組みを超えた、企業経営そのものを映し出

す鏡であると言えます。本レポートの分析を通じて明らかになったのは、同社の知財活動が、企業理

念である「ソーシャルニーズの創造」を原点とし、長期ビジョン「SF2030」の達成という明確な目標に
向かって、精緻に設計・運用されている統合的システムであるという事実です。その核心には、自社

のコア技術を厳格に保護する「独占排他型」のアプローチと、パートナーとの共創を通じて新たな価

値を生み出す「共有共鳴型」のアプローチを、事業環境に応じて自在に使い分ける「両利きの経営」

の思想が深く根付いています。この戦略的柔軟性は、技術と知財を一体で司る組織体制、そして自

律性と当事者意識に満ちた専門家集団の存在によって支えられています。オムロンにとって知的財

産とは、もはや単なる権利ではなく、事業を創造し、競争優位を築き、そして社会課題を解決するた

めの、最も重要な経営資源なのです。この先進的な取り組みは、無形資産の価値がますます重要と

なる現代において、多くの企業が目指すべき一つの理想像を示していると言えるでしょう。 
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